
　総合計画には、本県の将来像が設定された2040年と、さらにその先の未来に向けて、人口の規模
や動きを展望した「人口ビジョン」を掲げています。
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「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して

人口の現状

人口の将来展望

県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし
産業の高付加価値化により魅力的な仕事が増加

一人ひとりが多様な個性や能力を発揮

誰もが生涯を通じて職場や地域で活躍

持続可能な社会の中で健康寿命が延伸

産業や生活を支え、守る基盤を整備

価値を生み出す産業

一人ひとりの可能性を広げる教育

多様性が強みとなる共生社会

将来に向け持続可能で安心できる生活

快適な生活空間
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あらゆる県計画の上位に位置する、新たな県政運営の基本指針

2019（令和元）年度から2022（令和4）年度までの４年間

県民が持つ「豊かさ」のイメージ 
全体 男性 女性 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
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2040年の将来像をマンガで紹介！

　県民一人ひとりにとっての豊かさも多様化し、また、それぞれのライフステージによっても変化していくと考えられます。
　日本全体として人口減少が見込まれ、戦後の高度成長期のような急激な経済成長は見込みづらい中で、県民一人ひと
りが考える個性ある豊かさを実感するためには、県全体として経済、社会、環境、それぞれの豊かさを維持・拡大させなが
ら、県民一人ひとりの生活の質を向上させていくことが必要となります。

■就職期の若者（特に女性）が大きく転出超過となって
いること、子育て世代も転出超過でＵ・Ｉターンの動き
が弱いこと、そして、こうした社会減が自然減に拍車を
かける人口減少のスパイラル（悪循環）が生じているこ
とが問題となっています。
■対応の方向性として、①女性活躍の推進②教育・子育
て環境の充実③経済の底上げによる豊かな山梨の創
造の３つを掲げました。

■当面の人口減少は避けられないとしても、総合計画に
基づく的確な対策によって減少の程度を緩和し、世代
間でバランスのとれた持続可能な人口構成へ向かわ
せることが可能になります。
《将来展望のポイント》
●人口減少ペースは緩やかに
　（2040年：69万1千人、2060年：59万人）
●生まれる子どもの数が減らない社会に
●超長期的に、人口減少は止まる
　（2100年以降：総人口は約50万人を維持）
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■本県の総人口は2000（平成12）年の89万人台をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年1月現在、約81万人となっています。
■県内出生数は減少傾向で、少子高齢化が進行しています。今の傾向が続いた場合、総人口は2040年に64万2千人、
2060年に46万9千人に減少し、かつ、世代間の人口バランスは悪化していくと見込まれます。

総合計画の策定に当たっては、山梨県の将来像など若手県職員の意見を参考にしています。
また、「2040年への手紙～山梨県総合計画の目指す未来～」を作成し、2040年の山梨の姿をマンガで分かりやすく描いています。
詳しくは県ホームページをご覧ください！
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「平成29年県民意識調査」

性格
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長崎知事ら幹部と若手県職員との意見交換
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2040年の山梨が目指すべき姿基本理念
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2100年以降
約50万人で安定

2060年における人口ピラミッド改善のシミュレーション
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　総合計画には、本県の将来像が設定された2040年と、さらにその先の未来に向けて、人口の規模
や動きを展望した「人口ビジョン」を掲げています。
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県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし
産業の高付加価値化により魅力的な仕事が増加

一人ひとりが多様な個性や能力を発揮

誰もが生涯を通じて職場や地域で活躍
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2019（令和元）年度から2022（令和4）年度までの４年間

県民が持つ「豊かさ」のイメージ 
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2040年の将来像をマンガで紹介！

　県民一人ひとりにとっての豊かさも多様化し、また、それぞれのライフステージによっても変化していくと考えられます。
　日本全体として人口減少が見込まれ、戦後の高度成長期のような急激な経済成長は見込みづらい中で、県民一人ひと
りが考える個性ある豊かさを実感するためには、県全体として経済、社会、環境、それぞれの豊かさを維持・拡大させなが
ら、県民一人ひとりの生活の質を向上させていくことが必要となります。

■就職期の若者（特に女性）が大きく転出超過となって
いること、子育て世代も転出超過でＵ・Ｉターンの動き
が弱いこと、そして、こうした社会減が自然減に拍車を
かける人口減少のスパイラル（悪循環）が生じているこ
とが問題となっています。
■対応の方向性として、①女性活躍の推進②教育・子育
て環境の充実③経済の底上げによる豊かな山梨の創
造の３つを掲げました。

■当面の人口減少は避けられないとしても、総合計画に
基づく的確な対策によって減少の程度を緩和し、世代
間でバランスのとれた持続可能な人口構成へ向かわ
せることが可能になります。
《将来展望のポイント》
●人口減少ペースは緩やかに
　（2040年：69万1千人、2060年：59万人）
●生まれる子どもの数が減らない社会に
●超長期的に、人口減少は止まる
　（2100年以降：総人口は約50万人を維持）
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690,990
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■本県の総人口は2000（平成12）年の89万人台をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年1月現在、約81万人となっています。
■県内出生数は減少傾向で、少子高齢化が進行しています。今の傾向が続いた場合、総人口は2040年に64万2千人、
2060年に46万9千人に減少し、かつ、世代間の人口バランスは悪化していくと見込まれます。

総合計画の策定に当たっては、山梨県の将来像など若手県職員の意見を参考にしています。
また、「2040年への手紙～山梨県総合計画の目指す未来～」を作成し、2040年の山梨の姿をマンガで分かりやすく描いています。
詳しくは県ホームページをご覧ください！
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2100年以降
約50万人で安定

2060年における人口ピラミッド改善のシミュレーション
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人口の将来展望（人口ビジョン）

「住民基本台帳人口移動報告（平成30年）」総務省
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若年世代の厚みが増し
バランスの良い
長方形型へ



　総合計画では、取り組みの方向性である5つの「戦略」の下に、その戦略のねらいを実現するための
１７の「政策」を掲げ、効果的・効率的にさまざまな施策や事業を推進していきます。

1213 ふれあい

1戦略

2戦略

3戦略

4戦略

5戦略

●県民の皆さまはもちろん、市町村、関係団体、民間企業、NPO、
　教育・研究機関などの多様な主体とのパートナーシップを重視

●「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を実現すると
　いう目標を共有

●多様な主体との連携・協働により施策・事業を推進

【政策1】　やまなしを牽引する産業の育成
【政策2】　観光産業の振興
【政策3】　農業の成長産業化

【政策1】　一人ひとりの個性を生かした教育の推進
【政策2】　産業を支える人材の育成・確保
【政策3】　文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

　子育て支援の充実や働き方改革の推進、就業環境の整備などを進めることによ
り、年齢、性別、障害や疾病の有無、国籍、家庭の事情などに関わらず、誰もが生涯
を通じて、その人らしく働き、地域で活躍することができる環境づくりを進めます。

　日本一の水準にある健康寿命の更なる延伸など、誰もが安心して暮らすことがで
きるよう、保健・医療・福祉の充実を図るとともに、自然環境の保全や地球温暖化対
策の推進など、持続可能な社会への転換を進めます。

【政策1】　誰もが個性や能力を発揮できる環境の整備
【政策2】　希望を叶える子育て支援等の充実
【政策3】　地域へのひとの流れの強化

　産業や生活の基盤となる交通インフラなどの整備を進めるとともに、防災・減災を
含めた災害時の対応の強化や、暮らしを支える生活環境やコミュニティの維持・活性
化の支援を図り、ハード・ソフト両面にわたり、産業や生活の基盤づくりを進めます。

【政策1】　産業・生活を支える交通インフラの充実
【政策2】　災害に強い強靱な県土づくり
【政策3】　良好な生活環境と地域を支えるコミュニティづくり

【政策4】　林業の成長産業化
【政策5】　地場産業や経済を
　　　　　循環させる産業の強化産業の振興による県内経済の活性化

攻めの「やまなし」
成長戦略

次代を担う人材の育成・確保

次世代「やまなし」
投資戦略

誰もが生涯を通じて活躍できる環境の整備

活躍「やまなし」
促進戦略

保健・医療・福祉の充実と持続可能な社会への転換

安心「やまなし」
充実戦略

産業や生活の基盤づくり

　快適「やまなし」
構築戦略

多様な主体とのパートナーシップ

基本理念実現のための5つの戦略

　子どもたち一人ひとりに向き合った、きめ細かで質の高い教育が受けられる環境
を実現させ、地域の産業との連携などによる産業人材の育成を進め、本県の次代を
担う人材の育成・確保を図るとともに、スポーツ・文化の振興を進めます。

山梨県総合計画 検索【問い合わせ先】 政策企画グループ　TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　機械電子産業の集積や果樹を中心とした農産物、豊かな森林、富士山をはじめと
した観光資源、リニア中央新幹線の開業など、本県の強みを生かして、県外や海外
の需要を積極的に取り込むとともに、ICTを活用した新しいサービスなど、時代に対
応した産業の振興を推進し、県内経済の活性化を図ります。

けん

きょうじん

【政策1】　健康・命を守る保健医療の確保
【政策2】　地域で安心して自分らしく暮らすことができる福祉の充実
【政策3】　環境と調和した持続可能な社会への転換

　「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」の
実
現
に
向
け
、総
合
計
画
に
位
置
付
け
た
事
業

を
積
極
的
に
予
算
化
し
た
、令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、防
災・減
災
対
策
や
、教
育・子
育
て
環
境
の
充
実
に
関
す
る
事
業
を
中
心
に「
積
極
型

予
算
」を
編
成
す
る一方
、有
利
な
国
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
県
負
担
を
抑
制
す
る
な
ど
、財
政
の
健
全
性
の

確
保
に
も
努
め
た
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

1「検討段階」から「実行段階」へ
　令和元年度６月補正予算において、検討を行うための経費を計上した事業について、
着実に実行段階へ移行し、県民生活を向上させるための施策展開を本格化させます。

令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
さ
」の
実
現
に
向
け「
実
行
段
階
」に
移
行
！

予算のポイント

令和2年度一般会計当初予算額

2令和元年度に引き続き、積極型予算を編成
　予算総額4,577億円から、人件費や公債費
などの義務的な経費を除いた政策的経費は
2,581億円、また、新規事業数は114事業です。
いずれもこの１０年間で令和元年度に次ぐ２番
目の規模となりました。

3財政の健全性・持続可能性を確保
　県債の発行総額を抑制するとともに、有利な
国制度（地方交付税措置）を可能な限り取り
込み、実質的な県負担の軽減を図っています。
また、中部横断自動車道に係る地方交付税措
置額の増などにより、当初予算段階における財
源対策のための基金の取り崩し額は、前年度
より１５億円減少しました。

県債（臨財債を除く）の予算額と地方交付税措置

R1.6 R2
0
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政策的経費

2,501
2,736
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H23～H30（平均）

R1.6
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R2
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387 498

134

405

13998

歳入総額
4,577億円

地方交付税
1,314億円
　28.7%

県 税
918億円
20.1%

県 債
560億円
12.3%

諸収入
446億円
9.7%

国庫支出金
534億円
11.7%

その他収入
805億円
17.5%

歳出総額
4,577億円

教育費
904億円
19.7%

その他支出
66億円 
1.4%

公債費
754億円
16.5%

土木費
717億円
15.7%

民生費
573億円
12.5%

農林水産業費
  242億円
5.3%

商工費
257億円
5.6%

警察費
238億円
5.2%

衛生費
168億円
3.7%

総務費
317億円
6.9%
諸支出費
341億円
7.5%

地方交付税措置率県債予算額
地方交付税措置額
※翌年度以降に国から財政的な手当がされるもの

民間
企業

教育・
研究機関

NPO

市町村関係
団体

県

県民

「県民一人ひとりが
豊かさを実感できる
やまなし」の実現

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して


